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「日本一の糸魚川っ子」を
育てるために育てるために

　近年の急速に進行する少子化の中、国では「次世代育成支援対策推進法」を制定し、全国の自治体や企業に

対し、子育て支援に関する行動計画策定を義務付けました。

　これを受け、合併前の 1市２町でそれぞれ「前期行動計画」を策定し、新市発足後は、それぞれの地域の行

動計画を「糸魚川市総合計画」と整合を図りながら、子育て支援事業に取り組んできたところです。

　新糸魚川市誕生から５年が経過し、この度、「前期行動計画」の内容を引き継ぎつつ、見直しを加え「後期

行動計画」を策定いたしました。

基本目標実現のため、次の５点の考え方を基本に策定しました。

①　０歳～ 18 歳までの一貫した教育方針のもと、日本一の子どもづくり

②　世界ジオパークのまち糸魚川で「生まれ、育って良かった」と思える親子の育成

③　将来の糸魚川を「担い、託する」子どもの育成

④　３地域の子育て環境の特色を生かし、市全体の一体感を持った支援計画

⑤　子どもを取り巻く社会環境の変化や地方分権などの変化に対応した横断的・積極的な計画体系

計画の期間

計画の基本理念

策定の趣旨

前期計画（合併前市町策定）　/平成17年度～21年度までの５年間

後期計画（今回策定）　　　　/平成22年度～26年度までの５年間

明日の糸魚川を担う「日本一の子どもを育てる」

計画の基本的目標

計画

基本目標
の

子育て支援・親支援

　安心して子育てができ、安

全に子どもが育つよう、各分

野の連携による子育て支援・

親支援を進めます。

楽しく食べて元気な子

　知育、徳育、体育の基礎と

なる食育を推進し、健康で健

全な子どもの成長を支援する

ため生活リズムについて取り

組みます。

子育て環境の整備

　子育てを行う保護者だけで

なく、地域、企業、各種団体

等を含め、市全体で横断的に

子育てを行う環境づくりを推

進します。



主要事業 事　業　内　容

主要事業 事　業　内　容

子育て支援・親支援

Ⅰ　地域における子育て支援

Ⅱ　子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

Ⅲ　子ども等の安全の確保

Ⅳ　要保護児童への対応などきめ細かな取組の推進

主要事業 事　業　内　容

主要事業 事　業　内　容

１回目の接種につき、半額相当を助成します。

日曜・祝日の保育を実施します。

保護者の就労形態に合わせた夜間保育を実施します。

病気回復期の児童を保育する病後児保育を実施します。

休日に保育園の遊戯場を開放します。

18 歳未満の児童を通算し、第 3子以降の保育料を無料とし
ます。

両親で育児を行う必要性を学ぶ教室を開催します。

ふるさと糸魚川に根ざした学習を支援します。

遊びを通じて親子ふれあい事業を実施します。

交通安全教室を開催します。

通学路等の防犯パトロールを実施します。

休 日 お 助 け 保 育

夜 間 保 育

病 後 児 保 育

わ ん ぱ く ホ リ デ ー

第 ３ 子 保 育 料 無 料 化

子どもインフルエンザ・

ヒブワクチン接種助成

赤ちゃんふれあいスクール

パパマママタニティスクール

総合学習取り組み支援

体 験 学 習

交 通 安 全 教 育

防 犯 パ ト ロ ー ル

３地域に家庭児童相談員を配置し、保護者の育児不安や虐

待等の問題に早期に対応します。

心身に障害のある児童を総括的に支援し、発達支援の拠点

となる施設を整備します。

虐待防止のための相談体制

子ども発達支援センター

小中学生を対象に、乳児とのふれあいを通して、命の尊さ

を学ぶ機会を提供します。

計画の体系と主要事業



主要事業 事　業　内　容

主要事業 事　業　内　容

主要事業 事　業　内　容

マ タ ニ テ ィ ス ク ー ル

は っ た つ 応 援 健 診

早 寝 早 起 き お い し い

朝 ご は ん サ ミ ッ ト

ハッピーパートナー企業

就 労 環 境 の 整 備 促 進

託児・授乳コーナーの設置

妊娠中の食事や健康管理や、出産後の生活について学ぶ教

室を開催します。

４歳児を対象に、発達につまずきのある子どもの早期発見

とその後の支援を目的に健診を実施します。

平成22年度に全国サミットを開催し、糸魚川から全国に「早

寝早起きおいしい朝ごはん」を発信します。

施設に託児コーナー、授乳コーナーを設置するよう啓発し

ます。

仕事と家庭生活が両立できるよう積極的に取り組む企業を

登録し、その取り組みを支援します。

事業所へ短時間勤務の導入など就労環境の整備を働きかけ

ます。

楽しく食べて元気な子

Ⅵ　子育てを支援する生活環境の整備

Ⅶ　仕事と家庭生活との両立の推進

子育て環境の整備

　子育ては、保護者が第一義的責任を有するという基本的認識のもと、子どもの笑顔と子育ての喜

びにあふれ、また未来の糸魚川市を担う子どもたちが、「糸魚川が好き」「ずっと暮らしたい」と感

じることができるよう、「日本一の子どもを育てる」ため、熱意を持って子育て環境の整備に取り

組みます。

　計画の推進にあたっては、進捗状況を点検し、必要な見直しを行いながら事業の推進を図ります。

計画の推進に向けて

発行：糸魚川市教育委員会　こども課

Ⅴ　親子の健康の確保及び増進
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